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中間考査最終日の11月27日 （水）に，社会人の“氏家彰良さん” （私の同級生）に「ケガをしたわ

けを，ボクは知らない」と題し1時間の講話をしていただきました。彰良さんは， 20歳の時に測量の
感電事故で，右前腕・右下腿切断，左上下肢機能障害となり，障害等級1級で，左の親指がかろうじて

動くという状況となりました｡今回の講話を,氏家さんに依頼をするかどうか？非常に迷ったのですが，

私自身の人生の岐路での恩人でもあり，現在も後遺症が残る状態であっても，第一線で仕事をばりばり

やっている人の，本物の話を“迫桜生”に聞かせたいという思いから，氏家さんに講話依頼をしました。

氏家さんは｢生徒に話をしたことのない者が話していいの？何を話せばいいの？」という感じでしたが，

私から「ケガをしてから今までやってきたことを話してもらえばいいよ」と言うと「生徒のためになる

かどうか分からないけれど，俺の様な者でもいいのであればやってみるよ」と，快諾してくれたのです。

講話当日まで，何回も打ち合わせをしたのですが，内容がどんどんレベルアップしていき，私もびっ

蕊
さて，講話の内容ですが， 3年間の入退院と十数回の手術を経

て， とありますが，その手術は1回1回が，私たちが想像できな
いようなもので，感電して組織が壊死していく右手と右足，切断

しなければ，助かる命も助からないということで，切断するので

すが，手と足を一回で切断するということは，本来は考えられな

いそうなのですが，氏家さんの場合は，一回で手と足を切断しな

ければ助からないという，本当に猶予がない状態だったそうです。

切断の痛みは,私たちが想像できないくらいですが，氏家さんは，

その痛みでは無く，手術後先生が，そっと毛布を上げて，手足が

涙が流れ，腐っててもいいから，手足が付いていた方が良かった
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無くなったのを見せてくれたときに，涙が流れ，腐っててもいいから，手足が付いていた方が艮かつた

と正直思った。と言っていたのが印象的でした。その後，気絶寸前の痛みに耐えながら，必死になって

リハビリを行い，職場復帰となるのですが， この間のことは，氏家さんはこのように言っています。 「た

ぶん，人生で味わうこれ以上の痛みはないというものを，何度も味わった気がします｡」と。
その後， 23歳で現在の職場に就職したのですが，このようなことを言われたそうです。 「電話ぐらい

とれるだろう｡」このことに，氏家さんの反骨糊申に火が付き，必死になって仕事を行い，現在の職場に

とって，必要な人材となっており，現在は，東北大学の工学部にある，インフラマネジメント研究セン

ターという所と，インフラの管理・整備について，共同研修を氏家さんが中心となって行っているそう

です。迫桜生に対し，このようなメッセージをいただきましたね。生きていて良かったと思えること。

『初夏の天気のいい日，気持ちのいい風に稲の葉がサワサワゆれて,遠くに栗駒山が青く見える風景や，

秋の夕方，刈り取った田んぽが夕日に照らされて，燈色になって，薄くれない色の栗駒山がやわらかい
輪郭で空に溶け込む風景を見たときに「きれいだなあ，本当に生きていてよかったなあ」と心から思い

ます。生きていくというのは，些細な幸せの積み重ねなのかなあと思っています。そして，回り道をし

たことが自分を豊かにしてくれたということです。－略－これから何かをやろうとすれば，何でも

できそうなとても可能性を持っている皆さんに， 自分が経験して感じたことしか話せませんでした。皆
さんも，過去の日記を胸に刻んで，未来のカレンダーにたくさんの事を書き込んではどうでしょうか。
せっかく一生に一度の人生ですから。そして，過去の結果としての現在と未来の原因としての現在を見

つめ，焦らず， しなやかな反発力をもって歩いて行って下さい｡』

講和後､校長室で食事をしながら氏家さんと佐々木さん千葉さんから「迫桜生は,素晴らしいですね。
しっかりと話を聞いていました。これからも応援しています」と，応援してくれる3名が増えました。

そして，帰りの玄関で，部活に向かう男子生徒が氏家さんの所に寄ってきて「今日はお話しありがとう

ございました。お仕事頑張って下さい｡」と，頭を下げていったのです。私はうれしくてたまらなかった

のですが，それ以上に氏家さんの笑顔がキラキラと輝いていて「やっぱり迫桜生はいいね｡」と，笑顔で
話してくれたのが，今でも心に残っています。素敵な一日でした。ありがとう！


